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研究要旨

研究目的
近年、全国単位、ブロック単位での学生ボランティ

アの研修体制は充実してきている。また、学生ボラン
ティアが SNS（Facebook、Twitter 等）を活用しての情
報共有等も活発に行われ、取り組み事例等の情報の水
平展開できており、各ブロックにおいて、充実した献
血推進広報及び確保対策等が実施できている。

今後、若年層献血者が減少するなかで、学生ボラン
ティアが自発性をもち企画を立案し活動できる場を提
供することが益々重要となってきている。

平成 28 年度（10 月〜 2 月）から学生ボランティア
が同世代に対し「献血セミナー」を企画、立案から行い、
全国で累計 94 回開催し、2,943 人に対して献血啓発を
行った。実施内容についても実施報告書を作成し検証、
分析、改善した結果を次年度に引き継げる体制とした。

平成 29 年度は、平成 28 年度に実施した内容を組織
的に PDCA サイクルをまわし継続して同企画を実施で
きる体制の構築を目的とする。

研究方法
平成 28 年度全国学生献血推進実行委員会（1 回）に

おいて、実施内容の検証等、平成 29 年度全国学生献血
推進実行委員会（3 回）において検証結果を踏まえ改
善し、企画、立案、検証、引き継ぎを行い、全国学生
献血推進代表者会議（1 回）において企画の説明及び
承認を得る。それを受けて、実施するために日本赤十
字社が支援する。

1．平成 28年度同実行委員会
	 第 3回：平成 28年 3月 11日〜 12日
2．平成 29年度同実行委員会
	 第 1回：平成 29年 5月 27日〜 28日
	 第 2回：平成 29年 8月 25日
	 第 3回：平成 30年 3月 17日〜 18日（予定）
3．全国学生献血推進代表者会議（以下「代表者会議」
という。）
平成 29 年 8 月 23 日〜 25 日

4．第 41回日本血液事業学会総会（以下「血液事業学会」
という。）

	 平成 29年 10月 31日〜 11月 2日
	 ※平成 29年 11月 2日のシンポジウム（血液事業を
支える献血者〜若年層への献血構造改革〜）の中で
講演

研究結果
◆平成 28年度第 3回同委員会において、各ブロック（7
ブロック）で実施した内容の報告等を行い検証した。

◆平成29年度第1回同委員会において、スライド内容・
構成及び献血セミナーの周知方法の改善点等を洗い
出した。（図 1）スライドについてはブロックごとに
振り分け作成した。（図 2）また、昨年度の意見も踏
まえ補足資料も併せて作成した。（図 3）

◆代表者会議において、同企画内容の説明を行い継続
して実施する承認を得た。また、引き続き開催した
平成 29年度第 2回同委員会において、意見等を集
約し、11月から 2月末まで全国の学生献血推進協議

より安全な輸血用血液製剤を安定的に供給するためには、日常からより有効となる献血推進を展開する必要がある。
この 10 年で若年層献血者数が 31％減少しており、将来に向けて若年層献血者確保が求められている。

平成 27 年度に全国学生献血推進実行委員会が中心となり献血者の意識等を調査するため、全国の献血会場においてア
ンケートを実施した。その結果を踏まえ、平成 28 年度に学生献血推進ボランティア（以下「学生ボランティア」という。）
が同世代に対して「献血セミナー」を全国で累計 94 回開催し、2,943 人に対し献血啓発を行った。

平成 29 年度は、継続的な目標を掲げて、都度実施した内容を検証し、組織として PDCA をまわせられる体制をどの様
に構築していくか研究する。

献血推進に向けた研修方法に関する研究
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会等で取り組んでいくことで取り進めることになっ
た。また、取り組み内容を評価、検証、分析するた
めに「実施計画書」（図 4）、「実施時のアンケート」（図
5）、「実施報告書」（図 6）等も改善点等を踏まえ作
成した。今年度は、昨年度実施したアンケート（図 7）
において、①献血できる機会があれば献血してみた
い（54％）、②自ら献血場所（献血バス、献血ルー
ムなど）に赴いてみたい（21％）の肯定的な結果を
得られたことから、受講者カード（図 8）を作成した。

◆日本赤十字社では、この決定事項を踏まえ、全国の
血液センターに実施するための通知を行った。

	 （平成 29年 10月 27日）
◆第 41 回血液事業学会のシンポジウム（血液事業を
支える献血者〜若年層への献血構造改革〜）の中で、
同委員会委員長に講演を依頼し、学生ボランティア
の目線から同企画についての取り組み状況等を報告
した。

◆実施計画では、計画、立案までの期間が短期間では
あったが、全国で 149 回（平成 28 年度：110 回）
の実施計画であった。（図 9）更に実施した内容は、
各都道府県学生献血推進協議会等で結果報告、分析、
検証、課題・懸案事項を纏め、ブロックとして、当
該内容を更に取り纏め検討する体制を構築した。

◆平成 29 年度第 3回同委員会において、同企画の結
果をブロックごとに報告し、実施内容等の情報共有
と課題・懸案事項を分析、検証する予定である。また、
その内容を踏まえ、平成 30年度新委員に引き継ぎ、
平成30年度も学生ボランティアによる献血セミナー
に積極的に取り組む予定である。

◆今までの課題・懸案事項は、学生ボランティアが実
施した内容の検証等（PDCAサイクルをまわす。）を
行い、次年度に引き継ぐ体制の構築であったが、同
企画の実施を踏まえ、組織的に引き継げる体制を構
築できた。

健康危険情報
該当なし

研究発表
該当なし

知的財産権の出願・取得状況
該当なし
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図 1

図 2
スライド構成
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図 3

図 4
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図 5

図 6

昨年度との比較をするた
めに、内容は変更しない。
ただし、追加項目は可とす
る。

平成30年度実施に向けて

「良かった点」、「反省点」、「スライドについて」、「次回に向けて」、「その他特記事項」を
各ブロックにおいて取りまとめを行い、平成30年３月開催「第3回全国学生献血推進実
行委員会」において、全国で実施した内容について評価し、平成30年度実施に向けて
改善を行う予定である。

※ＰＤＣＡサイクルをまわせる体制が構築できた。
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図 7
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